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岩手県八幡平市でコーティング事業を展開する、有限会社ファーストコートサービ
ス。分野の特性を応用した事業展開を行いながら、顧客満足の高い製品やサービス
を提供し続ける秘訣は、徹底した従業員教育から生まれる技術の高さにあった。

　洗浄、磨き、コーティングなど、表面処理
の二次加工を専門に取り扱う有限会社ファー
ストコートサービス。2002年の創業以来、
墓石や自動車のコーティングをはじめ、工業
機械部品の加工などを行っている。
　商品はフッ素樹脂や自社開発のクリーニン
グ材などを使った表面加工技術。取扱品目は
墓石、自動車、工業製品や機械部品など多岐
に渡り、一般コンシューマーから大企業まで
幅広く取引を行っている。「引き出しが多い
分、時代やニーズに合わせた仕事が出来るん
です」と語る佐藤晃取締役社長。取扱品目や
顧客の裾野が広く、ひとつの分野で様々な事
業展開を図れるのが同社の強みだ。実際、企
業発注の仕事が減った時期には、個人客向け
の墓石クリーニングや自動車コーティングの
受注を増やすなどの経営努力を重ねている。
　しかし、初めは「コーティング」という技
術や業務への理解を得ることが難しく苦労も

あった。「銀行や行政を回っても、コーティ
ングってなにそれ？という反応ばかりでし
た」と佐藤社長は創業当初を振り返る。

　困りごとの相談から仕事の受注に発展する
ケースが多いという同社。工場などの製品製
造過程で生じる様々な問題の解決に、同社の
テフロン®加工技術が一役買っている。全国
的に見ても専門的にテフロン加工を扱ってい
る企業は少ない上、一口に「テフロン®」と
言っても企業によって工程ごとに違いがある
など、加工方法はさまざま。さらには、加工
する対象や使用環境によって加工方法も変わ
る。「ときには難しい相談も受けます」と佐
藤社長。そんなときには、岩手県工業技術セ
ンターに出向いて専門家からヒントをもらっ
たり、同業者の交流会に参加したり、情報交
換や相談ができる環境を生かして仕事に取り
組んでいる。現在は八幡平市のインキュベー

今月の
表紙

納車と同時に訪れるリピーターも多い、自動車コーティング作業の様子。それ以外の業務においても、製造部部長の安ヶ平恵さん（写真右）と、
施工部部長の小綿京子さん（写真左）を中心に、高い技術力を生かした丁寧で細やかな仕事によって、着実に受注の幅を広げている。

工業部品の研磨作業は、一人一工程の作工業部品の研磨作業は、一人一工程の作
業フローを組んで行われる。リズミカル業フローを組んで行われる。リズミカル
な動きで次々と磨き上げられていくな動きで次々と磨き上げられていく

得意の技術を応用、時代やニーズ
に合った事業展開を図る

問題解決のヒントは行政との連携
や交流会への参加にあり

※フッ素樹脂コーティング

※
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岩手県八幡平市
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ション施設に入所しており、将来的に誘致企
業として八幡平市内に移転する予定。いわて
産業振興センターからも設備貸与や専門家派
遣の支援を受けたり、2005年には岩手県の
経営革新承認企業に認定されるなど、行政と
も連携を図りながら事業を展開している。

　創業当初は個人客からの墓石クリーニング
や、自社開発のコーティング材を使用する自
動車コーティングを受注しながら、次第に大
手企業を相手にした金物の研磨加工や、機械
設備へのテフロン®加工などの受注を増やし
てきた。
　現在、400件近い実績を誇る自社ブランド
の墓石クリーニングサービス「墓石清（さや）
か」や、自動車コーティングなどは顧客の
90%以上を口コミで獲得している。「仕事の
レベルを高く保てば結果は着いてきます。丁
寧で細やかな仕事をすることを大切にしてい
ます」と、佐藤社長が胸を張るのには理由が
ある。実は同社の従業員は全員が女性。墓石
クリーニングはもとより、金物の研磨にも丁
寧で細やかな仕事ぶりが発揮され、高級建築
金物を任されるなど、製品の仕上りは高く評

価されている。「人材教育にも力を入れてい
ます」と語る佐藤社長。従業員の約半数を占
めるパートタイマーに至るまで、現場のリー
ダーと同様に、ものづくりの知識やシステ
ムから業績表の見方まで研修を行うなど、人
材教育を徹底している。もともとは職人仕事
だった金物加工なども、ラインを組んで一人
一工程を完璧にこなすことで、効率化と品質
の高さを実現した。一人ひとりが自分の仕事
に責任を持ち、技術を高めるために努力しつ
づけられる環境、それが同社のもうひとつの
強みでもある。「人材を育成することで、機
械加工とは違いどこまでもレベルアップが図
れる。伸びしろが尽きないんです」と語る佐
藤社長の目は、地元に根付く産業の未来を、
しっかりと見据えていた。
テフロン®はデュポン社の登録商標です。

1.高級建築金物の仕上りを
真剣な表情で、ひとつひと
つチェックしていく
2.ステンレスの細粒を金物
に打ち付けることで表面を
研磨するショットブラスト
マシンの作業
3.テフロン®加工処理の
工程のひとつ、細かい砂を
噴射する表面加工の作業
4.テフロン®加工処理の
工程、スプレー塗装
5.墓石クリーニング「墓石
清か」の施工前（左）と施
工後（右）。白い水アカが
綺麗に落ちて、石本来の輝
きを取り戻すことができる
6.作業途中でもミーティン
グを重ね、品質の高さを維
持している

取締役社長　佐 藤　晃
1968年秋田県秋田市生まれ。秋田県
立由利工業高校を卒業後、アルプス電
気盛岡工場に就職。クリーンルーム内
でのデバイス部品のプロセス技術業務
や新製品開発業務に携わる。2002年
同社工場閉鎖に伴い、同年8月有限会
社ファーストコートサービス設立。

有限会社
ファーストコートサービス
【取締役社長】佐藤晃
【所在地】八幡平市大更2-154-17
【電話】0195-75-2371
【URL】http://www.f-coat.jp
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＜P.3 写真＞

顧客の9割を口コミで獲得、品質
の高さを保つ丁寧な仕事
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　センターの総務部門を担当するほか、センターの基幹事
業である設備貸与事業等を主管し、経営基盤を強化する等
の目的で設備を導入する小規模中小企業の方や創業する方
の設備導入をサポートします。

金融チーム Tel.019-631-3821

1　設備の貸与　予算額：360,000 千円
　小規模企業者、または一定の条件を満たす従業員50人
以下の起業者が必要とする設備（一定の条件を満たした場
合の中古設備も含みます）を、当センターが企業に代わっ
て購入し、長期、低利で割賦またはリースの形態により貸
与します。

貸与期間

据置期間 1 年以内の
半年賦又は月賦払、7
年以内

貸与金額
1企業
100 万円～
6,000 万円

保証金 貸与額の 10%

利率（固定）
割賦金利年 2.3%、
リース7年で1.382%

保証人
1人以上、
法人は 2人以上

平成22年度 センター事業のあらまし

●総務・金融グループ

本年度より、センターは3グループ制で事業を実施し
てまいります。以下、グループごとに予定している主
要事業をご紹介します。

年は桜の開花も少し早く訪れてきました。景気回復の吉兆と期待したいものです。
　今まで景況は厳しい状況が続いてまいりましたが、ここにきて県内景気は集積支

援産業である自動車関連産業や一部半導体関連の持ち直しが見られております。
　少し明るい日差しが県内産業を照らし始め、「チャンスの芽」も見え始めたこの状況をふまえ、私ども（財）
いわて産業振興センターは、県などの関係機関と連携しながら、県内企業の皆さまに向け、経営改善、人材
育成、設備投資など、多彩な支援メニューを用意しています。まずは遠慮なく、ご相談下さい。
　22年度、当センターは内部機構を大幅に変更することといたしました。これまでの「育成支援グループ」「新
事業・研究開発支援グループ」「総合支援グループ」を整理・再構築した上で、「総務・金融グループ」をあ
わせ3グループ制といたします。的確かつ迅速に、企業様のご要望に対応することを目指しています。
　21年度限りで終了した「都市エリア産学官連携促進事業」の後継として、「地域イノベーションクラスター
プログラム事業」に応募する予定で、一日でも早く事業化に結びつけたいと考えています。
　繰り返しになりますが、厳しい経済状況の中で、本県企業の経営者の皆さま、勤労者の皆さまにとってよ
りよい結果を出していただけるよう、私どもも努力してまいります。
　ぜひ、弊センターを活用頂き、活路を見い出す一助となれば、私共にとってこれほど嬉しいことはありま
せん。県内中小企業の皆様、今後ともよろしくお願い申し上げます。

総務
チーム

総務・金融グループ 産業支援グループ

事務局長
企画会議 ※専務、局長、

グループリーダー、
企画担当職員

専務理事

人材・技術開発支援
グループ

金融
チーム

特命担当
グループ

取引斡旋
チーム

産業集積
チーム

人材育成
チーム

新事業技術
開発チーム

※誌面に限りがありますので、詳細についてはホームページ等をご覧
になるか直接お問い合わせください。

財団法人いわて産業振興センター

専務理事 長　葭　常　紀

活用から活路を…
皆様を応援いたします

（財）いわて産業振興センター組織体制

今

Tel.019-631-3820（代表電話・総務チーム）
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　窓口相談機能を担い、各種相談の対応に応じます。
　県内ものづくり中小企業等の受注の安定化を図るため、
首都圏取引支援の強化・新規取引先の開拓及び各種商談会・
展示会等を実施し取引あっせんを迅速に行います。
　また、人材・技術開発支援グループと連携しながら、本
県戦略産業に位置づけられている「自動車関連」「半導体」
「ソフトウェア」「医療機器」の振興を図ります。
　本年度は、二戸サテライト（県北総合振興局内）に専任
職員を置き、県北振興の推進にも取り組みます。

総合相談窓口の開設　Tel.019-631-3826
　職員及びコーディネーターによる相談窓口を設置し、中
小企業が取り組む、経営革新、販売拡大、新商品開発、創
業や事業化などの様々な課題解決について支援します。
　また、岩手県商工会連合会を代表法人として発足する「い
わて中小企業応援センター」に参画し、他の支援機関と連
携して中小企業の課題解決に必要な専門家派遣を行いま
す。

取引斡旋チーム Tel.019-631-3822

1　受・発注取引の支援
◆東北及び関東地区等県外の発注企業に対し、新規発注動
向調査を年２回（10,000社）を実施し、回答企業のう
ち発注可能な企業を選定して200社を目標に発注開拓
の訪問を実施します。また、県内発注企業約100社を
対象に「外注ニーズ調査」及び発注開拓を実施します。

◆専門調査員（アドバイザー）を置き、県内150社を目
標にして新規発注案件情報を収集するほか、受注企業か
らの経営相談等に応じます。

◆商談会は県内１回と東京１回を開催します。東京での商
談会については、北東北３県（青森県・秋田県・岩手県）
の支援機関が合同で開催します。

◆首都圏に営業所を置く県内受注企業間のネットワーク化
を図り、営業支援や情報交換・交流事業を行います。

◆県内受注企業300社を目標に企業巡回を実施し、個々
の企業の特色・稼働状況を把握して発注案件に迅速に対
応します。

●産業支援グループ

2　機械類の貸与　予算額：1,500,000 千円
　設備貸与事業を補完する事業として、中小企業者（企業
組合、協同組合を含む）が必要な設備（一定の条件を満た
した場合の中古設備も含みます）を、長期、低利で割賦に
より貸与します。
　一般の機械類貸与のほか、一定の条件等（中小企業の新
事業活動促進法による承認を受けた企業等）を満たす場合
にあっては、期間10年以内、金額2億円まで貸与します。

貸与期間 据置期間 1 年以内の
半年賦又は月賦払、
10 年以内、但、組合
等は 7年以内

貸与金額 1企業 100 万円～
6,000 万円、
知事特認で 2億円

保証金／
保証人

1の設備貸与事業に
同じ利率（固定） 割賦金利　年 2.3%

3　設備資金の貸付　予算額：350,000 千円
　小規模企業者、又は一定の条件を満たす従業員50人以
下の企業者が設備を導入する場合、所要資金の1/2以内
（経営革新計画書が承認されている場合等は2/3以内）を、
長期、無利子でお貸しします。

貸付期間 半年据置、7年以内 保証人 1の設備貸与事業に
同じ利率 無利子

貸付限度額
（消費税含む）

1企業 50万円
～ 4,000 万円

担保 譲渡担保

特命担当グループ
　総務・金融グループ内に設け、関係機関との連絡や、新
法人制度に向けた準備などを行います。また、広報誌の発
行やホームページの運営など広報も担当します。

◆センター運営推進

　中期経営計画の推進と経営改善に取り組み、それと並
行して、財団法人の法制度改革に基づき、新制度への移
行準備を進めます。

◆各種広報活動

　センターや国・県の施策情報、センターの事業を活用
した企業の事例紹介等を掲載した広報誌「産業情報い
わて」を毎月発行し情報を提供します。ホームページに
はセンターの事業内容等を随時更新しながら発信するほ
か、本誌「産業情報いわて」の内容もそのまま掲載します。

◆知的所有権センター

　いわて産業振興センター隣の（地独）岩手県工業技術
センター・（社）発明協会岩手県支部と連携して、「岩手
県知的所有権センター」を共同運営します。

Tel.019-631-3822
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2　展示会商談会への支援
◆自社製品、独自技術等を有する県内中小企業の取引拡大
を目的に、首都圏で開催される国内最大級の展示会とし
て実績がある機械要素技術展への共同出展支援や専門展
示会への出展を支援します。

3　起業家の育成支援

◆「いわてビジネスプラングランプリ」の開催

　　創業及び第二創業（経営革新）をめざす事業者のビジ
ネスプランを練り上げ、創業はスタートアップ部門とし、
第二創業はイノベーション部門として発表する機会を設
け、有望なビジネスプランの事業化を促すための助成金
を交付します。

　　さらに地域活性化のビジネスアイディアを有している
高等学校・高等専門学校を対象に高校生部門を設け、創
業・新事業創造の機運を醸成することとし、優秀なビジ
ネスプランを発表した発表者に教材を助成します。

4　中心市街地活性化支援
◆中心市街地活性化基金の運用益を活用し、中心市街地活
性化法に基づき、県内の中心市街地における中小商業の
活性化を図るため、商工会及び商工会議所等が行う、コ
ンセンサス形成事業、テナント・ミックス事業、広域ソ
フト事業、事業設計・調査・システム開発事業に対して
助成事業により支援を行います。

5　知的財産活用支援
◆弁理士等の適切な専門家を紹介し、特許分析、特許戦略
策定、事業化のための評価等により中小企業を支援する
「地域中小企業知財戦略コンサルティング事業」、中小企
業の外国での特許出願や、意匠・商標出願を支援する「地
域中小企業外国出願支援事業」を行います。
◆経営者向けの「知的財産権セミナー」を岩手県知的所有
権センターの事業と連携して開催します。

◆岩手県が進めている研究開発および事業化関連事業に応
募を予定している企業に対して、研究開発の適正化や事
業化の効率向上を支援するため、先行技術調査の支援を
行います。

産業集積チーム Tel.019-631-3823
1　自動車関連産業の取引の支援
◆取引あっせん及び自動車関連産業の展示商談会（9月・
日産自動車（株）向け、10月・トヨタ自動車（株）関連
企業向け）及び東北地区企業内覧会を企業関係者、各県、
各支援機関と連携して開催します。
◆県内企業が持っている自動車関連産業に有効な特殊技
術、設備等を現地訪問等により調査し、その結果に基づ
き、企業データベースの整備・充実を図り、積極的に有
用な情報を自動車関連メーカー等に提供し、また、県外
発注開拓を行い、新規取引の促進に努めます。

2　ソフトウェア開発業務取引の支援
◆県内 IT関連企業の取引拡大を図るため、首都圏市場の
発注開拓を行い、センターが IT関連企業へ取引あっせ
んを行います。
◆首都圏の業界団体と県内 IT 関連企業とのマッチングを
行う交流会を開催し、新規取引先開拓の強化を図ります。
◆組込み総合技術展への出展補助を行うほか、「いわて組
込み技術研究会」を継続開催し、産学官の連携・交流を
行い、技術の高度化・新市場への参入を促進し、取引拡
大を支援します。

3　半導体関連産業創出の推進
◆本県の中核的産業を担う半導体関連産業の集積育成を図
るため、引き続きコーディネーターを配置し、関連発注
企業のニーズ把握と新規発注情報の収集を迅速に行い、
半導体関連産業取引拡大の強化を図ります。
◆半導体関連産業の国内最大規模の展示会や企業内覧会に
関係機関と連携のうえ出展し、新規取引先開拓を支援し
ます。

4　医療関連機器産業取引の支援
◆県内製造業の技術紹介や医療機器等の試作品の販路開拓
を行うため、全国規模の医療機器展示会等の出展による
情報発信を行います。
◆医療機器メーカー等と県内企業の取引の機会を提供する
ため、取引ニーズ調査を行い、取引あっせんを行います。

5　県北・沿岸地域の産業振興
　県北・沿岸地域の産業活性化を図るため、センター事業
の活用や二戸サテライトとの連携により、当地域の産業支
援やものづくり産業人材の育成に取り組みます。特に県北
地域においては、二戸サテライトに専任職員を置き、県北
広域振興局と連携しながら、産業振興に向けた活動を行い
ます。
　また、青森県及び秋田県の企業との連携を図るため、盛
岡以北と青森県八戸地方及び秋田県鹿角地方等の企業との
商談・交流会を開催します。
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　専門家派遣や、「ものづくりアカデミー」、工程改善研修
会等で、経営改善を目指す県内中小企業向けのプログラム
を運営するほか、「起業家育成塾」などで、起業家・ベン
チャーへの支援も行います。
　研究開発を支援し事業化を促進するため、研究開発の委
託、技術開発支援等の事業にコーディネーターを配して

実施します。産学官による連携共同研究プロジェクトの
構築、外部資金の導入提案を行って早期の事業化を推進し
ます。
　さらに、いわて希望ファンド事業、いわて農商工連携ファ
ンド事業を推進し、新規事業に取り組む企業の活動を支援
します。

●人材・技術開発支援グループ

人材育成チーム Tel.019-631-3824

1　人材育成支援事業
◆中小企業向け人材育成プログラムの「いわてものづくり
アカデミー」や、起業を目指す方々の参加できるセミナー
プログラム「起業家育成塾」を開催します。

「いわてものづくりアカデミー」については、本誌３月号
やホームページで紹介しておりますのでご覧ください。

2　自動車・半導体関連産業の工程改善支援
◆コーディネータを配置し、工程改善グループの指導をす
ることにより、人材の育成と工程改善の定着化を推進し
ます。

3　新事業・新分野進出支援
◆経営革新、新規事業参入等に関する専門的かつ高度な分
野における相談について、専門家を派遣して課題解決を
支援します。

新事業技術開発チーム
Tel.019-631-3825・7

1　いわて希望ファンド事業の推進
　県内中小企業等の革新的・個性的な取り組みにより地域
経済の活性化を図るため、地域資源活用、起業や経営革新、
中心市街地活性化の事業メニューにより、助成金交付によ
る総合的な支援を行います。

2　いわて農商工連携ファンド
　　地域活性化支援事業の推進
　本県の地域経済の重要な担い手である農林水産業と中小
企業者との連携（農商工等連携）を強化し、相乗効果を発
揮していくことで地域経済の活性化を図るべく、中小企業
者と農林漁業者の連携体が行う創業や新たな事業展開等へ
の支援を行います。

3　技術開発の推進

◆研究開発支援事業

　　県内産業の振興に寄与することが期待される大学、公
設試、企業等の研究シーズを調査、発掘し、事業化を目
指した研究開発を支援します（研究：1件100万円以
内で5件）。

◆いわて戦略的研究開発支援事業

　　岩手県が選定した産学官が連携して行う研究開発プロ
ジェクトの運営管理、研究体構成員相互の調整、知的財
産権を含む財産管理等の事業管理を行うとともに、研究
開発成果の普及事業化を支援します。

◆コバルト合金産業クラスター形成促進事業

　　コバルト合金を活用した医療機器や金型、自動車用等
の付加価値の高い製品を作る企業群の創出を図ることに
より、競争力のある産業クラスターの形成を促進します。

◆医療関連機器産業創出推進

　　医療機器専門家（事業化アドバイザー）を委嘱し、大
手医療機器メーカーの動向把握・分析を行い、医療機器
研究会活動等で情報提供し、県内企業とのコーディネー
ト活動を行います。また、医療機器関連産業への参入に
向けて、企業が主体的に取り組んでいる「いわて医療機
器事業化研究会」の活動を支援します。

◆戦略的基盤技術高度化支援事業

　　我が国製造業の国際競争力の強化と新たな事業の創出
を図ることを目的とした「戦略的基盤技術高度化支援事
業」の管理法人として研究開発を支援します。

◆地域イノベーション創出研究開発事業

　　新事業の創出を促進し、地域経済の活性化を図ること
を目的とした「地域イノベーション創出研究開発事業」
の管理法人として研究開発を支援します。

Tel.019-631-3825

↑

↑
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　2010年 6月 23日～25日東京ビッグサイトにて開催される「機械要
素技術展」の岩手県ブースに我々、和田工業株式会社が出展致します !!
　機会要素技術展では、機械材料や加工技術などの主要企業が一堂に集
結し、毎年 70,000人を超える方が来場されます。弊社では精密プレス
加工技術を初め、産学連携で取り組んでいるマイクロギア等の展示を予
定しておりますので、是非、皆様のご来場をお待ち申し上げております。

会社情報

和田工業株式会社
下閉伊郡山田町

産学連携による研究開発で、プレス加工による極小マイクロギアの
試作に成功。銅材のマイクロギアを独自のプレス工法でモデル品を
製作。自動車やデジタルカメラ等へ搭載予定

　2010年6月23～25日の3日間、東京都のビッグサイトで機械要素と
機械材料・加工技術などの主要企業が一堂に集結する「機械要素技術展」
が開催され、当社「有限会社ジーエフトップ」もいわて産業振興センター
と岩手県ブースに共同出展します。
　当社の強みであるミクロン公差の金型精密部品の加工技術等をご紹
介しますので、皆様、ぜひ、ご来場ください。

会社情報

有限会社ジーエフトップ
胆沢郡金ヶ崎町

第 14回機械要素技術展に出展します！

（財）いわて産業振興センター広報誌

平成22年4月10日（毎月10日発行）

発　　行／

編集印刷／

㈶いわて産業振興センター
〒020-0852 盛岡市飯岡新田3-35-2（岩手県先端科学技術研究センター2階）
TEL.019-631-3826　FAX.019-631-3830
E-mail： joho@joho-iwate.or.jp　URL： http://www.joho-iwate.or.jp
株式会社吉田印刷

　いわて産業振興センターでは「賛助会員制度」を設け、センターの
活動趣旨に賛同いただける会員の皆さまに入会いただいております。
　今年度から、この広報誌に、本ページ上にあるような「賛助会員紹
介スペース」を設けることとなりました。1社1/4ページのスペース
で掲載することができます（掲載月、順番等は当センターが調整しま
す）。広報等にご活用下さい。
　このほか、賛助会員の皆さまには、「いわてものづくりアカデミー」
受講料20％割引、企業信用情報（東京商工リサーチ・帝国データバン
ク）の代行検索と料金割引（限度あり）などの特典もあります。会費
は年2万円です。

賛助会員制度のお知らせ
『産業情報いわて』誌上での「賛助会員紹介」掲載
「いわてものづくりアカデミー」受講料20%割引
企業信用情報の代行検索・料金割引

賛助会員
特典

年会費 2 万円

まだ会員でない方は、この機会にご検討ください。

総務・金融グループ
TEL 019-631-3820

http://www.joho-iwate.or.jp/sanjo/

問い合わせ先

代表者名 相馬義久 従業員数 113名

事業内容

コネクタ等の金属端子・金属金
具のプレス製造、コネクタ等の
OEM製造
（プレス・成形・組立の一貫生産）

住 所 〒028-1301下閉伊郡山田町石峠3-17-4

T E L 0193-86-3211

設 立 1962年2月 F A X 0193-86-3215

資 本 金 9500万円 U R L http://www.wadakogyo.co.jp

代表者名 後藤辰男 従業員数 42名

事業内容
精密プラスチック金型部品
超精密機械部品
一般精密部品

住 所 〒029-4503胆沢郡金ヶ崎町西根改断14-3

T E L 0197-44-5193

設 立 2002年４月 F A X 0197-44-5194

資 本 金 700万円 U R L http://www.gftop.co.jp


